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2020年の東京五輪は歴史上最も暑熱ストレスが大きい五輪になることが
予測されています．ムンデル博士は温熱生理学分野の研究者で，今回の
講演会では，ムンデル博士の研究成果を基に，１）アスリートが遭遇す
るであろう温熱環境が生理的・自覚的反応やパフォーマンスにどう影響
するのか，２）男性・女性アスリートが高温多湿にどう応答し，性周期
や経口避妊薬がどのように影響するのか，３）炭水化物摂取がどのよう
にアスリートの準備や回復を手助けするのか，４）少量の炭水化物を含
むアイススラリー摂取がどのようにニュージーランドのアスリートを手
助けするのかについてお話して頂く予定です．アスリートはもちろん，
一般の人にとっても身体活動時の熱中症予防などに重要な内容になると
思います．奮ってご参加ください．
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Title

日時：2020年1月24日（金）13:00～14:30

場所：新潟大学教育学部B204

第10回運動と環境生理学に関する学術講演会

How can athletes be ready for your Tokyo 
Summer Olympics?
夏季東京五輪に向けアスリートはどのような準備ができるのか？
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